
地域密着型金融の取組状況について
（２０２０年度）
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地域密着型金融の取組状況

ＪＡバンク岩手（県内ＪＡと岩手県信用農業協同組合連合会）
では、農業と地域社会に貢献するため、２０１９～２０２１年度
ＪＡバンク岩手中期戦略に基づき地域密着型金融の推進に
取組んでおります。

２０２０年度の地域密着型金融の取組状況について取りまと
めましたので、ご報告いたします。
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Ⅰ．農山漁村等地域の活性化のための融資をはじ

めとする支援

（ＪＡバンク岩手の農業メインバンク機能強化へ

の取組み）
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（１）農業融資の円滑な取組み①

ＪＡバンク岩手は、各種プロパー農業資金に対応するとともに、農
業近代化資金や日本政策金融公庫資金の取扱いを通じて、農業
者の農業経営と生活をサポートしています。

２０２１年３月末時点のＪＡバンク岩手の農業関係資金残高（注1）は
53,932百万円（うち農業経営向け貸付金34,607百万円）、日本
政策金融公庫等の受託貸付金（注2）残高は8,380百万円を取扱っ
ています。

（注1）農業関係資金とは、農業者および農業関連団体等に対する貸出金であり、農業生産・農業経営に必要な資金や、

農産物の生産・加工・流通に関係する事業に必要な資金等が該当します。

（注2）ＪＡバンク岩手が農業者の窓口となり、日本政策金融公庫などの貸付金の受託取扱いを行っています。

受託貸付金残高には、ＪＡ転貸分を含みます。
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（１）農業融資の円滑な取組み②

【営農類型別農業資金残高】 単位：百万円

（注１）「その他農業」には、複合経営で
業種が明確に位置づけられない
者および農業サービス業が含ま
れています。

（注２）「農業関連団体等」には、JAや全
農(経済連)とその子会社等が含
まれています。

2021年３月末

農業 34,607

耕作 11,187

野菜・園芸 3,363

果樹・樹園野菜 790

工芸作物 459

養豚・肉牛・酪農 8,062

養鶏・鶏卵 112

養蚕 11

その他農業 10,623

農業関連団体等 19,325

合計 53,932

類型
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（１）農業融資の円滑な取組み③

【資金種類別農業資金残高】 単位：百万円 （注１）「プロパー農業資金」とは、ＪＡバンク原資の資金を

融資しているもののうち、制度資金以外のものをい

います。

（注２）「農業制度資金」は、(1)地方公共団体が直接的ま

たは間接的に融資するもの、(2)地方公共団体が利

子補給等を行うことでＪＡバンク岩手が低利で融資す

るもの、(3)日本政策金融公庫が直接融資するもの

があり、ここでは(1)の転貸資金と(2)を対象としてい

ます。

（注３）「その他制度資金」には、農業経営改善促進資金

（スーパーＳ資金）や農業経営負担軽減支援資金な

どが該当します。

【農業資金の受託貸付金残高】 単位：百万円

（注）JAバンク岩手では、主には県内JAを窓口として、

日本政策金融公庫資金の受託貸付金を取り扱っ

ています。

2021年３月末

プロパー農業資金 38,633

農業制度資金 15,299

農業近代化資金 9,462

その他制度資金 5,837

合計 53,932

種類

2021年３月末

日本政策金融公庫資金 8,380

その他 0

合計 8,380

種類
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（１）農業融資の円滑な取組み④

ＪＡバンク岩手は主要な農業関係の制度資金である農業近代化資金や日
本政策金融公庫資金（公庫直貸除く）の取扱いにおいて、トップシェアと
なっています。

【岩手県の農業近代化資金および公庫農業資金の取扱いシェア】

農業近代化資金
融資取扱い残高シェア

ＪＡバンク岩手
８５．０％

その他
１５．０％

日本政策金融公庫
農業資金取扱い残高シェア

ＪＡバンク岩手
１３．８％

日本公庫
８３．１％

2020年12月末現在
出所：岩手県

2021年3月末現在
出所：日本政策金融公庫

その他
３．１％
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（２）担い手のニーズに応えるための体制整備①

ＪＡバンク岩手では、地域の農業者との関係を強化・振興するため
の体制整備に取組んでいます。

県内７ＪＡおよびＪＡ岩手県信連は、各本支店（所）に８２名の豊富な
農業金融知識をもった農業融資の実務リーダーである「担い手金融
リーダー」を設置し、営農・経済担当者がお聞きした情報も含めて把
握し、訪問、農業融資に関する資金提案や経営相談対応等を実施
しています。

ＪＡ岩手県信連（ＪＡバンク統括部）内に「農業金融センター」を設置
し、ＪＡが展開する推進活動の後方支援を一体的に行っているほか、
担い手金融リーダーが行う推進活動へ同行し、バックアップしてい
ます。また、農業金融センター内にフリーダイヤルを設置し、担い手
およびＪＡ等からの相談に直接対応できる体制を構築しています。
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（２）担い手のニーズに応えるための体制整備②

ＪＡ系統独自の農業融資資格制度「ＪＡバンク農業金融プラン
ナー」の取得を奨励しており、有資格者は２０２０年度末時点
で県内に１５３名誕生しています。

農業融資の実務に即した資格の取得を通じ、農業金融に関
する知識・ノウハウの一層の充実を図り、多様化・専門化する
農業者の金融ニーズに応えていくことを目的としています。
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（３）ＪＡ内事業間連携の強化

農業者の多様なニーズにＪＡをあげて応えていくため、営農・経済
事業等との合同会議の開催や農業者への同行訪問等により、こ
れまで以上に、ＪＡ内事業間連携を強化しています。

【具体的取組事例】

新型コロナウイルス感染症拡大の影響を受ける農業者向け支援
策や、金融支援策について、営農経済部門と連携し、情報提供や
ニーズ把握、各種助成の申請書の作成支援などを行いました。

２０２０年度の豪雪被害を受けた農業者に対し、JAいわてグ
ループ一体となった金融支援、融雪剤配布（全農支援）、倒
壊したハウスの撤去作業支援などを行いました。
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（４）農業メインバンクＣＳ調査の実施と結果の活用

ＪＡバンクでは、ＪＡの農業融資に対する率直なご意見・ご感想を
お伺いすることを目的として、お客様満足度の計測（農業メインバ
ンクＣＳ調査）を行っております。

得られた結果を活用しながら、農業者の声に、より応えることが出
来るよう、農業メインバンク機能の一層の強化に取り組んでいま
す。
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Ⅱ．担い手の経営のライフステージに応じた支援
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（１）新規就農者の支援

ＪＡバンク岩手では、新規就農者の経営と生活をサポートするた
め、青年等就農資金などを取り扱っています。

【新規就農者をサポートする資金の取扱い実績】 単位 件、百万円

（注）就農支援資金の取扱いは平成２６年９月末で終了しています。

2020年度
実行件数

2020年度
実行金額

2021年３月末
残高

青年等就農資金 41 259 841

就農支援資金 － － 47
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（２）農商工連携の推進

ＪＡバンク岩手は、農林水産業の事業力・収益力強化のため、商
談会・ビジネスマッチングによる販路拡大支援等の農商工連携に
取り組んでおり、「農業者と産業界の架け橋」として多様な機能を
発揮しています。

【２０２０年度 商談会等開催状況】

商談会名 開催日 主催者 参加団体数 内容

いわて食の大商談
会２０20

2020年
11月24日

岩手県等 223社

・県内外の外食および食品流通関係者等
を招き、岩手県の食を県内外に広くＰＲ
するもの。
・ＪＡ岩手県信連が主催者として参画。
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（３）講演会・セミナーの開催・参画

ＪＡバンク岩手では、生産者や融資お取引先等を招いた講演会や
情報交換会を開催し、異業種間の情報交流を促進しており、以下
にその内容をご紹介しています。

【２０２０年度 講演会・セミナー等開催実績】

講演会・セミナー名 開催日 主催者 対象参加者 参加者数 内容

第9回
ＪＡバンク岩手農業法
人経営者セミナー

2020年
11月10日

ＪＡ岩手県
信連

県内の農業法
人経営者及び
ＪＡ職員等

113名

題目：「自分の願望が未来をつくる」
～ホワイトアスパラで人口4000人の町に
10万人が訪れる！？～
題目：「価格や量とは別次元で未来を創
る」
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（４）経営不振農家の経営改善支援

ＪＡバンク岩手では、農家負担軽減支援特別資金の対応等にあたり、地
域において特別融資制度推進会議を開催し、農業者の経営再建に向け
て関係機関と協議しています。
【２０２０年度 農業者の経営改善支援等の取組み実績】 （単位：先）

（注１）経営改善支援取組先は、ＪＡ・信連が再生計画の策定など、経営改善支援に取組んだ先として指定したものをいいます。ランク

アップ先とは、当期末の債務者区分が初期よりランクアップした先をいいます。債務者区分不変先とは、期末の債務者区分が期

初と変化しなかった先をいいます。

（注２）県内ＪＡからの報告を集計しております（ＪＡ岩手県信連含む）。

正常先① 173 0 126 0.0%

うちその他要注意先② 96 2 8 80 2.1% 8.3%

うち要管理先③ 4 0 0 4 0.0% 0.0%

破綻懸念先④ 59 53 2 49 89.8% 3.4%

実質破綻先⑤ 70 0 3 58 0.0% 4.3%

破綻先⑥ 2 0 0 2 0.0% 0.0%

小計（②～⑥の計） 231 55 13 193 23.8% 5.6%

合計 404 55 13 319 13.6% 3.2%

要

注

意

先

期初経営改善
支援取組先

Ａ

再生計画策定
率

＝ａ／Ａ

ランクアップ
率

＝ｂ／Ａ

Ａのうち再生
計画を策定し

た先数　ａ

Ａのうち期末
に債務者区分

がランクアッ
プした先数

ｂ

Ａのうち期末
に債務者区分

が変化しな
かった先数

ｃ
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Ⅲ．経営の将来性を見極める融資手法をはじめ、
担い手に適した資金供給手法の徹底
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（１）新規就農者への資金対応（青年等就農支援資金による支援）

ＪＡバンク岩手では、新規就農者の経営と生活をサポートするた
め、青年等就農資金などを取り扱っています。

【新規就農者をサポートする資金の取扱い実績】 単位 件、百万円

（注）就農支援資金の取扱いは平成２６年９月末で終了しています。

2020年度
実行件数

2020年度
実行金額

2021年３月末
残高

青年等就農資金 41 259 841

就農支援資金 － － 47
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（２）負債整理資金による経営支援

ＪＡバンク岩手では、農業者の債務償還負担を軽減し、経営再建
を支援するため、負債整理資金を取り扱っています。

【２０２０年度 負債整理資金の貸出実績】 単位 件、百万円

（注１）農業経営負担軽減支援資金は、営農に必要な資金を借り受けたために生じた負債の借換えのための制度資金であり、ＪＡな

どの融資機関において取り扱っています。

（注２）畜産特別資金は、過去の負債の償還が困難な畜産経営者に対する長期・低利の借換資金であり、ＪＡなどの融資機関におい

て取り扱っています。

実行件数 実行金額 2021年３月末残高

負債整理資金 0 0 667

農業経営負担軽減支援資金 1 24 413

畜産特別資金 0 0 778

合計 1 24 1,858

資金名
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Ⅳ．農山漁村等地域の情報集積を活用した持続可
能な農山漁村等地域育成への貢献
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（１）食・農への理解促進①

ＪＡバンク岩手は、地域の小学生の農業に対する理解を促進する
ため、ＪＡバンク食農教育応援事業を展開し、農業に関する補助
教材「農業とわたしたちのくらし」の配布や農業体験学習の受入れ
などに取組んでいます。

２０２１年度においては、県内のＪＡバンクを通じて、県下の小学校
および特別支援学校（学級）３１０校へ教材本１４，０９８部、ＤＶＤ
３０４枚が配布され、学校の授業等において活用されています。
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（１）食・農への理解促進②

県内ＪＡでは、食農教育などの実践活動が取り組まれており、これ
らの取組みに対して、ＪＡバンクアグリ・エコサポート基金から費用
助成を行ってサポートしています。

贈呈した補助教材


